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／5 

合格 

もう 1 回 

 

【問題１】 ２人の会話を音読しましょう。           音読しました☐ 
 

【アマンダは高校の新聞部員です。来月号の特集記事を書くために、本田先生に 

インタビューをします】 

アマンダ：本田先生、今日はお忙しいところ、お時間を取っていただきありがとう 

ございます。昨日、少しお話ししましたが、今日は本田先生が高校生の 

頃、将来どんな仕事に就
つ

きたいと考えていらっしゃったのかについて 

お話を伺
うかが

いたいと思います。 

本田先生：うん。私はねえ、高校 1 年生の頃は、大型船の機関士になって、世界の 

あちこちの国に行ってみたいと思っていたんだ。いろいろな国の文化や 

社会に興
きょう

味
み

があったし、海も大好きだったからね。 

アマンダ：えっ？ どうして、今、高校の先生をしていらっしゃるんですか。 

本田先生：実は、高校 2 年の時に付き合い始めた彼女が、高校教師になると言った 

からなんだ。それで、私も高校の先生になるのもいいなと思うように 

なって。彼女と同じ大学に行くために、必死に勉強したよ。 

アマンダ：先生が教師になったのは、彼女の影響
えいきょう

だったんですね。 

貴
き

重
ちょう

なお時間を割
さ

いていただき、ありがとうございました。 

 

【問題 2】 ２人の会話について、次の問いに答えなさい。 

(1) アマンダが本田先生にインタビューをした目的は何ですか。 

  

(2) 本田先生が大型船の機関士になりたかった理由は何ですか。 

  

(3) 本田先生が高校教師になろうと思ったきっかけは何ですか。 

  

(4) 本田先生は、なぜ必死に勉強したのですか。 

  

(5) あなたの興味のある仕事は何ですか。 

  
 

トピック「あこがれの仕事」 


